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ショウジョウバエ幼虫期における

生殖系列細胞の増殖特性と成長因子の関連
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ショウジョウバエの始原生殖細胞(極細胞)は初期医盤葉期に卵後極に形成された後、将来の生殖巣へ移動す

るO その後幼虫期になるまで分裂は停止する。雌成虫の卵形成において、生殖幹細胞の分裂と維持には、卵巣小

管前端の capceIlが発現する Decapentaplegic(Dpp)が、重要な役割を果たしていることが明らかになっている

(Xie and Spradling， 1998)。しかし、幼虫期における卵原細胞の分裂の遺伝学的制御に関する知見はほとんどな

しミ。

今回、私たちは、まず、幼虫期の卵原細胞増殖特性を調べ、さらに Dppや Wgを過剰発現させることができる

GAL4/UAS発現システムを用いて卵原細胞の増殖特性が変わるかどうか調べた。その結果、 l齢幼虫の卵原細胞

は平均 12個、 2齢幼虫は平均 231問、 3齢幼虫前期では平均 60個、 3齢幼虫後期になる頃には平均 90個にまで

増殖する。特に 2齢幼虫から 3齢前期にかけ活発に分裂していることが分かつた。また、 GAL4/UAS発現システ

ムにより Dppや Wgを過剰発現させると、卵原細胞数は対照群に比べ、 30個ほど増加した。

さらに、 Dppや W邑を加えた培地で 3齢幼虫後期の卵巣を培養すると、 Dppより Wgが高い増殖率を示した

(Fig.1)。これは、生殖幹細胞と卵原細胞は成長因子に対する感受性が異なっている可能性を示唆している。

今後、さらに生殖幹細胞と卵原細胞の違いを検討していきたい。
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Fig.l E旺'ectsof Dpp and Wg on the growth of the cell clumps of oogonia.十Wg and + Dpp were supernatants of 
p凹nma旧ar勾yc∞ul伽t加ur閏'ecells of embryos c町a訂r巧巧削rin略gact-GAL4/UA必S

cell clumps were estimated f企ro叩I口mmultiplication 0ぱft白he10叩ngand the short di岨ametersof cell clumps. 

• Abstract of paper read at the 38th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， July 5--6， 2002 (Sugadaira， 
Nagano) 
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